
日本産食品（特に水産品）の魅力発信レセプション（メキシコ）

開催日： 令和７年２月７日（金）
場所 ： 在メキシコ大使公邸
主催 ： 大使館
協力／参加企業・自治体： Club Japonés、MO+F、Tideway、TOYO Foods、Zensho food 

de Mexico SA DE CV (SUKIYA) 、メキシコ日本商工会議所観
光連絡会、（一社）日本養殖魚類輸出推進協会、JETRO

在メキシコ大使館

【概要】

 天皇誕生日祝賀レセプションに併せて、日本産食品（特に水産品）の魅力発信レセ
プションを実施、430名以上が参加した。天皇誕生日祝賀レセプションと併せて開
催したことで、バルセナ環境天然資源大臣、ロペス下院副議長、メルカド外務省筆
頭次官等を含め多くの要人、さらに農業省関係者等が出席し、日本産食品の質の
高さを披露できた。

 当日は、大使挨拶において日本産食品、大阪万博の魅力広報を行い、当地日本
人シェフによる実演のもと、日本産米及び日本産水産品（ホタテ、ブリ、タイ等）や
福島県産和牛を使用した寿司や料理を提供した。また、寿司提供ブースの横では、
JETROによる日本産水産品及び日本企業製品の紹介、メキシコ日本商工会議所
観光部会の協力のもと、大阪・関西万博の広報及び日本への観光の魅力発信広
報を行い、インバウンド促進に向けた大阪・関西万博の機運醸成をはかった。

 来場者からは、日本産水産品を使った寿司の美味さに驚きの声があがった他、特
にホタテの新鮮さ、福島県産和牛のまろやかさに注目が集まった。その他、入手方
法を問われる等、高い関心を得られた。

 現地インターネット情報サイトInfobaeには日本産ホタテの写真が大きく取り上げら
れ、日本食文化、観光を通じて、日墨交流がますます深化していることが報じられ
た。

【農林水産物・食品の広報】


